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Ⅰ．はじめに
本研究は，住教育のための ICT 教材として，タ

ブレット端末を用いた中学生向けの防災まち歩き
の活動プログラムを開発・検証することを目的と
している。先行研究１）では，小・中学生向けに開
発した活動プログラムを教員養成大学の大学生を
対象に授業実践を行い，その効果と課題を検討し

た。本論文は，この活動プログラムを組み込ん
だ，中学校家庭科住分野の「安全な住まい方」の
授業実践を行い，その効果と課題を検討した結果
を報告するものである。

中学校家庭科住分野では，家庭内事故の防止と
ともに自然災害に備えた住まい方の工夫は重要な
学習内容となっており，家庭科教科書２）３）には，
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抄　　録
本研究は，住教育のための ICT 教材として，タブレット端末を用いた小・中学生向け防災まち歩きの活動

プログラムを開発することを目的としている。先行研究で開発した活動プログラムを，中学校家庭科住分野
の「安全な住まい方」の授業で実践し，生徒が作成したビデオクリップやアンケート調査による評価を行っ
た。その結果，本活動プログラムによって，中学生は地域の危険箇所や安全な場所，災害時に役立つもの等
に気づき，地域の防災まちづくりについて具体的な提案ができるようになった。タブレット端末の使用につ
いては「楽しい」「以前より使えるようになった」との回答を得た。また，課題として，活動時間および授業
時間の配分の見直し，生徒だけでは気づきにくい危険箇所等があること，建物や防災に関する語彙力不足，
アプリの絵文字やフィルタ等の不適切な使用などへの対応が挙げられる。
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地域で起こりそうな災害を設定し，地域を歩いて
危険な場所などをチェックする活動も記載されて
いる。また，防災や防犯などを目的としたまち歩
き活動の実践的研究としては，白川ら４）の小学生
を対象とした「地域安全マップ活動」がある。ま
た，立花ら５），下中ら６）は，タブレット端末を用
いた小学校安全マップ作成支援システムの開発を
行い，「小学校安全マップ」活動を行っている。こ
れらの既往研究に対して，本研究の特徴は，マッ
プではなく防災ビデオクリップを作成する点，ま
ち歩きから防災ビデオクリップ作成・発表会まで
の一連の活動にタブレット端末を用いる点，中学
校家庭科授業で実践した点である。

一方，中学校の授業における ICT 活用について
教科間の比較を行った森山ら７）の研究では， 家庭
科は他教科に比べて，ICT 機器を単元や場面を問
わずにいつも活用している割合が少ないこと，ま
た ICT 機器を授業で活用しない理由として，授業
に使える教材ソフトやコンテンツがないと回答し
た割合が高いことが報告されている。また，中学
校家庭科の住生活学習における ICT 活用の現状を
調査した，赤木らの研究８）では，教員の機器使用
率は低く30％程度であるが，教員の ICT 機器の教
育効果に対する評価は高いことが示されている。
タブレット端末を用いた本活動プログラムは，生
徒自身が端末を操作する，住教育の ICT 教材とし
て，中学校家庭科住生活学習の内容や教材を充実
させることに寄与できると考える。

Ⅱ．研究の方法
１．授業実践対象校の地域特性

授業実践は，福岡県 A 島にある公立義務教育学
校 A 校の７～８年生を対象に行った。A 島は，総
面積7.17km2で，全体として急峻で平坦な土地は少
なく，集落は島南側の平坦地に集中している９）。
島内には，土石流警戒区域，がけ崩れ特別警戒区
域，がけ崩れ警戒区域が点在し，また，集落のあ
る沿岸部は，津波災害警戒区域，高潮浸水想定区
域に指定されている10）。地震に関しては，西山断
層帯の存在が確認されている11）。2019年8月に行っ
た現地調査では，島南側の港周辺の平坦な土地に
住宅が密集している状況や幅の狭い道路，ブロッ
ク塀やエアコン室外機など地震発生時に転倒・落
下の恐れがあるものが確認された。

上記のような A 島の地理的条件に加え，授業実
践の協力が得られたことや，試行的実施には少人
数校が適していること等から，A 校を授業実践校
に選定した。また，A 校では，筆者らの授業実践

の約２週間前に，生徒らが近隣住民とともに避難
する地域合同総合防災訓練（地震避難訓練）があ
り，避難時の基本的行動や島の地形等について学
習した。
２．防災まち歩きの活動プログラムの概要

A 島の地域特性，および前時の家庭科授業で家
庭内の防災対策についての学習を終えていること
を考慮し，活動プログラムの目的を，地震発生と
津波到来を想定し，高齢者や幼児，観光客のこと
も考慮して，避難ルート上の危険箇所や安全な場
所，災害時に役立つものを探し，安全なまちづく
りについて考えること，とした。活動の主な流れ
は，まち歩き→まち歩きで発見したことを防災ビ
デオクリップにまとめる→発表会→ A 島の防災ま
ちづくりについて提案する，である。

タブレット端末は，まちの中の危険箇所や安全
な場所，災害時に役立つもの等の情報収集（動画
撮影，音声含む）とプレゼンテーション（動画編
集と発表）の手段として用いる。使用するタブレッ
ト 端 末 は 先 行 研 究 と 同 様 に，iPad （Wi-Fi 
32GB），ビデオアプリケーションは Clips（フリー
アプリ）である。タブレット端末は，数人で画面
を見て操作できるサイズであることを，また，ビ
デオアプリケーションは， 初心者でも動画撮影か
らビデオクリップ作成，プレゼンテーションまで
の一連の作業が容易にできること，Wi-Fi につな
がらない環境でも使用できること等を考慮した。
また，屋外で使用するため，持ちやすさや落下時
の衝撃防止を考慮して，タブレット端末に EVA
素材の衝撃吸収ケースを装着した。
３．授業実践および評価の概要

授業実践およびアンケート調査の日程を表１
に，また，授業実践の実施概要を表２に示す。

授業実践は，２時間続きの授業を２日間に分け
て，合計４時間で行った（2019年9月，10月）。１
日目は，防災まち歩きを行い，２日目は，１日目
のまち歩きで撮影した映像を用いて防災ビデオク
リップを作成・発表し，その後，A 島を安全なま
表１　授業実践およびアンケート調査の日程

実施日 

（2019年） 
実施内容 

9月 5日 事前アンケート調査 

9月 26日 

 

〈授業実践 1 日目〉 

防災まち歩き 

授業直後アンケート調査（1） 

10月 17日 

 

〈授業実践２日目〉 

防災ビデオクリップ作成と発表会 

防災まちづくりの提案 

授業直後アンケート調査（2） 

11月 21日 事後アンケート調査 
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ちにするための防災まちづくりの提案を行った。
生徒数が少ないため，授業は７年生（３人）と８
年生（６人）の合同授業とし，２日間の活動は，
３班（各班３人，メンバー固定）に分かれて行っ
た。また，班に１台タブレット端末を配布し，各
班に補助員（大学院生）がついた。

本活動プログラムと授業実践の評価は，生徒が
撮影した動画，作成した防災ビデオクリップ，お
よびアンケート調査によって行った。アンケート
調査はすべて無記名で行い，個人を特定しない方
法で分析した。また，アンケート調査の結果は，
防災教育の研究のために使用することを説明した。

Ⅲ．結果および考察
１．家庭科授業での実践
（1）授業実践１日目

授業実践１日目は，２日間の活動全体の説明，
１日目の防災まち歩き活動の説明，iPad および
Clips の操作説明（執筆者らが作成した説明書を配
布）と操作練習などの事前学習を行った後，防災
まち歩きの活動を行った。

まち歩きのルートは，地震が発生し，津波が到
来する恐れがあることを想定し，渡船ターミナル

や集落に近い特産品販売所前の広場から避難所に
指定されている A 校までとした。生徒自身が歩く
ルートを選ぶこととし，３つの班が異なるルート
を歩いた。まち歩きの後は，教室で各班が歩いた
ルートと，そのルートを選んだ理由を発表し，活
動の振り返りを行った。
（2）授業実践２日目
１）防災ビデオクリップの作成と発表

授業実践２日目は，１日目のまち歩き活動で撮
影した危険箇所等の動画を用いて，防災ビデオク
リップを作成，発表した。ビデオクリップ作成の
具体的な作業内容は，必要な動画を選定し不要な
動画を削除すること，説明文の挿入（動画の各場
面になぜ危険・安全であるか，なぜ災害時に役立
つかを説明する）である。動画の順序の入れ替え，
動画の長さ（時間）の調節ができることも説明し
たが，これらの作業は行われなかった。一方，
Clips に備わっている絵文字やフィルタ等の機能に
ついては説明しなかったが，生徒はこれらの機能
があることに気付き，ほとんどの動画に絵文字を
挿入し，フィルタを変更した班もあった。

各班が作成した防災ビデオクリップの場面数お
よび長さは，１班が24場面，３分６秒，２班が22

表２　授業実践の実施概要
    活活動動のの流流れれ  時時間間  活活動動内内容容  
  
  
  
  
  
  
１１
日日
目目  
  

  
  
  
  
  
防防
災災
まま
ちち
歩歩
きき  

事前学習 5分 ・防災についての前時の学習の振り返り 

本活動の説明 5分 ・2日間の活動内容について説明 

防災まち歩きの
説明 

20分 ・まち歩きのルートと活動内容の説明 
・タブレットとアプリケーションの使い方（撮影編）の説明，操作練習 
・まち歩きの留意点，持参するもの，活動時間の説明 

防災まち歩きの
実施 

10分 ・学校からまち歩きの出発点まで徒歩で移動 

40分 ・地震が発生し，津波が到来する恐れがあることを想定し，まち歩きの出発
点から避難所（学校）まで歩き，「危険な場所やもの」「安全な場所や役立
つもの」をタブレットで撮影 

防災まち歩きの
振り返り 

15分 ・各班が歩いたルートを地図に記入 
・なぜそのルートを選んだか発表 
・まち歩きの感想を発表 

まとめ 5分 ・活動のまとめと次回の活動内容の予告 
・授業直後アンケート調査（1）を実施 

  
  
  
  
  
  
  
  
２２
日日
目目  
  

防防
災災
ビビ
デデ
オオ
クク
リリ
ッッ
ププ
発発
表表
会会  
とと  
まま
ちち
づづ
くく
りり
提提
案案  

2日目の活動の説
明 

10分 ・1日目の防災まち歩きの振り返り 

・2日目の活動の目的，タブレットとアプリケーションの使い方（編集編），
防災ビデオクリップの作成方法及び発表方法の説明 

防災ビデオクリ
ップの作成 

40分 ・班ごとに防災ビデオクリップを作成 
（動画になぜ危険か，安全かについて説明文を付ける等） 

休み時間   

防災ビデオクリ
ップの発表 

20分 ・タブレットを大型モニターに接続し、作成した防災ビデオクリップを発表 

防災まちづくり
の事例紹介 

10分 ・他の地域の防災まちづくりの例の紹介 

地域の防災まち
づくりの提案 

18分 ・Ａ島の防災まちづくりの提案をカードに書き、黒板に貼る 
・各班の提案を内容により分類・整理する 
・それぞれの提案を誰が実施したらよいかを考え，「自分でできるもの」（自
助）、「地域の人や家族に協力してもらうもの」（共助）、「行政の人に相談す
るもの」（公助）の 3つに色分けする 

 

まとめ 2分 ・授業直後アンケート調査（2）を実施 
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場面，４分５秒，３班が13場面，２分11秒であっ
た。作成した防災ビデオクリップを大型モニター
に投影し，発表会を行った。
２）防災まちづくりの提案

発表会の後，授業のまとめとして，A 島を安全
なまちにするための提案を考える活動を行った。な
お，離島に暮らす生徒らは，他地域の防災まちづく
りの具体例を見る機会が少ないと思われたことか
ら，A島の防災まちづくりについて考える活動の前
に，他地域の防災まちづくりの事例を紹介した。

防災まちづくりの提案は，各班，６案程度出す
ことを目標とし，カードに提案を書いて黒板に貼っ
た（写真１）。生徒からは，塀の補強，空き家の倒
壊防止，電柱の整備，エアコン室外機の固定など，
生徒がまち歩き活動で見つけた「危険な場所やも
の」に対する改善策が多く挙げられた。また，街
灯を増やす，AED をもっと置く，公衆電話をもっ
と増やす等，災害時に役立つものを増設するとい
う提案も出された。島の危険な場所を掲示する，
避難ルートをわかりやすく表示する等，防災や避
難に関する標識を改善する案も多く挙げられた。

次に，これらの提案を誰が実施するとよいかを
考え，「自分でできるもの」（自助），「地域の人や
家族に協力してもらうこと」（共助），「行政の人に
相談するもの」（公助）に分類する活動（それぞれ
に３色のカードを貼る）を行い，授業のまとめと
した。しかし，時間不足のため，すべての提案に
ついて，生徒に実施者を考えさせることはできな
かった。

２．活動プログラムおよび授業実践の評価
（1�）地域の災害危険性に対する授業前の生徒の意識

授業実践の前に，A 島の災害危険性に対する生
徒の意識を調査した事前アンケート調査では「あ
なたの住んでいる地域は地震や津波に対し，安全
であると思いますか」という設問に対し，９人中
６人が危険（「危険だと思う」と「少し危険だと思
う」）と回答し，２名が安全（「安全だと思う」と

「ほぼ安全だと思う」）と回答した。危険であると
思う理由として，津波の到来や離島であることが
挙げられた。

また，地震発生時に屋外で起こりうる危険に対

写真１　まちづくりの提案を黒板に掲示した様子

する生徒の回答（自由記述）を整理すると，「津波
の到来」（６人）が最も多く，「構造物の倒壊」（４
人）は半数以下であった。そのほかに，「高齢者が
多いこと」（３人），「土砂崩れ」（２人）の回答が
あった。
（2�）危険箇所や安全な場所，災害時に役立つもの
等に対する生徒の認識
生徒が危険箇所や安全な場所，災害時に役立つ

ものを知ることができたかどうかを評価するため
に，生徒がまち歩きの活動中に撮影した映像を分
析した。生徒が撮影した「危険な場所やもの」を
表３に，また「安全な場所や災害時に役立つもの」
を表４に示す。「危険な場所やもの」として，建物
や電柱，看板など倒壊や落下の恐れのあるものを
見つけることができていた。また「街灯がない道」
や「（避難所への）案内標識がない場所」にも気づ
いており，夜間の避難や観光客の避難を考慮した
避難経路や標識の問題点を指摘できたと言える。

一方，「安全な場所や災害時に役立つもの」につ
いては，津波から避難できる高台，防災備蓄倉
庫，トイレ，公衆電話，海抜表示や島内の主要施
設への行先表示，避難所を示す表示などを見つけ
ていた。

どの班も，危険箇所，安全な場所や役立つものを
数多く見つけることができたが，住宅の２階に取り
付けられているエアコン室外機や窓ガラスの落下危
険性については，補助員の助言がないと気づくこと
ができなかった。生徒の視点では気づきにくいもの
表３　�防災まち歩きの活動中に生徒が撮影した

「危険な場所やもの」
11班班 22班班 33班班

建物 4 1

電柱 1 1

看板 1 1

橋 2

ブロック塀 1

エアコンの室外機 1

瓦 1

屋根 1

その他 3

街灯がない道 1 1

木が絡まっている電線 1 1 1

道の下の空洞 1

斜めになった柵 1

崩れると危険な（工事現
場の）砂山

1

土砂崩れの恐れがある山 1 1

案内標識がない場所 1

見えにくい表示 2

その他 1

1155 1111 66

危危険険なな場場所所ややもものの

まちや防災に
関する表示・
標識の不備

各各班班のの撮撮影影件件数数（（合合計計））

倒壊や落下の
恐れがあるも

の

避難ルート上
および周辺の
危険なもの
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もあるため，活動中や授業中のいずれかのタイミン
グで補足説明することが必要であろう。
（3）生徒が作成した防災ビデオクリップの分析

危険箇所や安全な場所，災害時に役立つもの等
について，その理由を適切に説明できたかどうか
を検討するために，生徒が作成した防災ビデオク
リップを分析した。防災ビデオクリップの中から
特徴的な場面を写真２～６に示す。写真２の動画
は，公衆電話が災害時に役立つものであることが
文字と絵文字によって簡潔に説明できている。写
真３の動画は，海抜を示す標識を生徒が指さして
いる場面で，その場所が海抜３メートルしかな
く，津波が来たときに危険であることが説明でき
ている。また，この動画には，撮影時に音声が録
音されており，よりわかりやすいプレゼンテー
ションとなった。

一方，写真４の動画は，瓦屋根の上に「ボロい
瓦」という語句が挿入されているだけで，危険で
ある理由が説明されていない。また，写真５は，
電柱に貼られた海抜表示を大きく撮影した動画で
あるが，海抜を示す標識の名称がわからなかった

ために「ポスターを見ることで避難しやすい」と
説明されている。写真６は，（エアコン室外機が）
落ちてきたら危ないことを指摘しているが，「エア
コン室外機」の名称がわからないため，何が落ち
てくるのかが説明されていない。ビデオクリップ
を作成する活動では，危険・安全の理由を適切に
説明するように指導することや，建物や防災に関
する語彙や知識の不足を補い，新しい語句や知識
を学習する機会とすることが望ましいと言える。

また，動画の内容と関係のない絵文字を付けて
いる例や，動画のフィルター変更を行ったために
何を撮影したのかがわかりにくい例があった。絵
文字は，多くの動画に挿入されており，生徒は

「絵文字を使ってより分かりやすくした」「適当に
選ばずに，これはこの吹き出しが合うと考えて工
夫した」と回答している（ビデオクリップ作成の
工夫点に関する自由記述より）。生徒にとって絵文
字は文字による説明とともにわかりやすくするた
めの工夫であったと言える。しかし，絵文字の種
類が多いために選ぶのに時間がかかったり，不適
切な絵文字が挿入されているケースがあったこと
から，絵文字やフィルター等の機能の使用につい
てどのように指導するかは，今後の検討課題と言
える。
（4）アンケート調査にみる活動と授業の評価

１日目の授業実践後に行ったアンケート調査
（1）の結果を表５に示す。表５に示すように，ま
ち歩きの活動は生徒にとって楽しく，「危険な場所
やもの」や「安全な場所や役立つもの」を知るこ
とができる活動であったと言える。また，タブレッ
ト端末での撮影は，「楽しかった」「簡単だった」

「また使ってみたい」との回答が多い。
一方，「他の避難ルートでも探してみたいか」と

「まち歩きで見つけたものを家族や友人に伝えたい
と思ったか」の設問に対しては，「とても思った」
よりも「まあ思った」の方が多く，また，２人が

「思わなかった」と回答した。生徒やその家族は島
内のことをよく知っているため，他のルートを歩
いたり，家族に伝えたりしたいとは思わなかった

表４　�防災まち歩きの活動中に生徒が撮影した
「安全な場所や災害時に役立つもの」

11班班 22班班 33班班

避難所（コミュニティセ
ンター）

1 1

津波から避難できる高台 1

広い道 1

防災備蓄倉庫 1 1

避難所（学校）にあるト
イレ

1 1

貯水タンク 1

公衆電話 1

自動販売機 1

AED 1

海抜表示 1 1

避難所を示す表示 1 2 1

行先を示す表示 1 3 2

島内の地図 1

避難所(学校)内の地図 1

通学路の標識 1

99 1111 77

安安全全なな場場所所やや役役立立つつもものの

まちや防災に
関する表示・

標識

災害時に役立
つもの

安全な場所

各各班班のの撮撮影影件件数数（（合合計計））

写真２～６は、生徒が作成した防災ビデオクリップの一場面
写真２ 写真３ 写真４ 写真５ 写真６
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と推測される。
２日目の授業実践後に行ったアンケート調査

（2）の結果を表６に示す。防災ビデオクリップを
つくる活動については全員が，また発表会につい
ては７人が「楽しかった」と回答した。また，タ
ブレットを使うこと（ビデオクリップの作成）は，

「簡単だった」が６人，「やや簡単だった」が３人
であった。９人全員が「簡単だった」と回答した
撮影に比べて（表５），文字を挿入するビデオク
リップの作成はやや難しかったと思われる。生徒
の回答（自由記述）に「危ないと思うところを，
なぜそう思ったのか，短く，わかりやすく書くこ
とが難しかった」との回答があることから，文字
入力の技術的な操作に加えて，適切な説明文を考
えることを難しく感じたと推察される。また，ほ
とんどの生徒が「タブレットを以前より使えるよ
うになった」，「また使ってみたい」と回答した。

一方，「防災ビデオクリップを他の人にも見ても
らいたいか」と「防災ビデオクリップを作成して
誰かに伝える活動をまたやりたいか」の設問につ
いては，「そう思わない」「思わない」という回答

もあり，意見が分かれた。ビデオクリップは，限
られた授業時間内で作成したものであることや，
授業外での発表を想定していなかったため，この
ような回答になったと思われる。

また，「A 島の危険な場所やものを改善してい
きたいと思うか」という設問では，「あまり思わな
い」が１人いたが，６人が「とても思う」，２人が

「まあ思う」と回答した。
（5）事後アンケート調査にみる効果の検証

防災まち歩きの活動を組み込んだ授業の効果を
検証するために，授業実践２日目から約１か月後
に事後アンケート調査を実施した。事後アンケー
ト調査は，２つの設問からなり，１つ目の設問
は，提示した写真を見て，地震が発生したときに
危険な箇所を６つ探し，その理由を説明する設問
である。筆者らが想定していた正解は「電柱の倒
壊 / 電線が切れる」「ブロック塀の倒壊」「エアコ
ンの室外機の落下」「看板の落下」「自動販売機の
転倒」「瓦の落下」であったが，これ以外の危険箇
所を指摘した生徒もいた。授業実践前に実施した
事前アンケート調査では，地震発生時に屋外で起

質質問問項項目目

タブレットで防災ビデオクリップを作ること
は楽しかったか。

楽しかった 9 やや楽しかった 0
あまり楽しくなかっ
た

0 楽しくなかった 0

防災ビデオクリップの発表会は楽しかった
か。

楽しかった 7 やや楽しかった 2
あまり楽しくなかっ
た

0 楽しくなかった 0

Ａ島の「危険な場所やもの」を改善していき
たいと思うか。

とても思う 6 まあ思う 2 あまり思わない 1 思わない 0

防災ビデオクリップを他の人にも見てもらい
たいと思うか。

とても思う 3 まあ思う 2 あまり思わない 3 思わない 1

防災ビデオクリップを作成して誰かに伝える
活動をまたやってみたいか。

とても思う 2 まあ思う 5 あまり思わない 1 思わない 1

タブレットを使うこと（ビデオクリップの作
成）は難しかったか。

簡単だった 6 やや簡単だった 3 少し難しかった 0 難しかった 0

タブレットを以前より使えるようになった
か。

なった 6 まあなった 2 あまりなっていない 0 なっていない 1

タブレットをまた使ってみたいと思うか。 とても思う 7 まあ思う 2 あまり思わない 0 思わない 0

回回答答((数数値値はは人人数数））

質質問問項項目目

まち歩きの活動は楽しかったですか。 楽しかった 8 やや楽しかった 1
あまり楽しくなかっ
た

0 楽しくなかった 0

まち歩きを通して，「危険な場所やもの」を
知ることはできたか。

知ることができ
た

6
まあ知ることがで
きた

3
あまり知ることがで
きなかった

0
知ることができ
なかった

0

まち歩きを通して，「安全な場所や役立つも
の」を知ることはできたか。

知ることができ
た

6
まあ知ることがで
きた

3
あまり知ることがで
きなかった

0
知ることができ
なかった

0

他の避難ルートの「危険な場所やもの」「安
全な場所や役立つもの」も探してみたいと
思ったか。

とても思った 1 まあ思った 6 あまり思わなかった 0 思わなかった 2

まち歩きで見つけたことを友人や家族に知ら
せたいと思ったか。

とても思った 2 まあ思った 5 あまり思わなかった 0 思わなかった 2

タブレットでの撮影は楽しかったか。 楽しかった 8 やや楽しかった 1
あまり楽しくなかっ
た

0 楽しくなかった 0

タブレットを使うこと（撮影）は難しかった
か。

簡単だった 9 やや簡単だった 0 少し難しかった 0 難しかった 0

タブレットをまた使ってみたいと思ったか。 とても思った 7 まあ思った 2 あまり思わなかった 0 思わなかった 0

回回答答((数数値値はは人人数数））

表６　�授業後アンケート調査（2）の結果（防災ビデオクリップの作成・発表，まちづくり提案の活動について）

表５　授業後アンケート調査（1）の結果（まち歩き活動について）
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こりうる危険について，構造物の倒壊を挙げるこ
とができた生徒は４人であったが，事後アンケー
ト調査では，９人全員が，地震発生時に構造物の
倒壊や落下の危険性について理解し，地震発生時
に起こりうる危険性を想像できるようになったと
言える。

２つ目の設問は，住んでいる地域を安全なまち
にするために，「あなた自身ができること」，「家族
や地域の人に協力してもらうこと」，「行政に相談
すること」を考え，それぞれ２つずつ回答する設
問で，生徒の回答を内容別に整理したものを表７
に示す。まず「あなた自身ができること」につい
ては，危ない所をチェックする，危ないところに
近づかない等，自分の身を守ることに関する回答

が多い。一方，少数ではあるが，地域や家族の人
に危ない所を教える，危険な所をポスターで作る
等，自分自身が発信者になり，危険を知らせるこ
とができると考える生徒もいた。

次に「家族や地域の人に協力してもらうこと」
については，家族に協力してもらうことのみ回答
した生徒もいたが，地域の人と逃げるときのルー
ルを決める，塀を生垣にしてもらう，防災マップ
をつくる等，地域の人と協力できることも数多く
挙げられた。

また「行政に相談すること」については，危険
なものの修繕・補強・取り替えに関する回答が多
かった。居住者（住民）の立場から，行政に対し
て災害時の危険箇所等の情報を伝え，その整備を

 
ああななたた自自身身ががででききるるこことと  

件件

数数  

家家族族やや地地域域のの人人にに  
協協力力ししててももららううこことと  

件件

数数  
行行政政にに相相談談すするるこことと  

件件

数数  

危危険険なな場場所所
やや役役立立つつもも
ののをを確確認認  

・危ない所をチェックする（3件） 
・壊れてきそうな所を探してお

く 
・災害時に役立つものを探す 

5  

 

 

 

 

危危険険なな場場所所
ににはは行行かかなな
いい  

・危ない所には近づかない 
・危険な場所に遊びに行かない 2  

 
 

 
 

防防災災ググッッズズ
等等のの備備ええ  

・防災グッズを準備しておく 
・スリッパを家に用意する 
・非常食を用意しておく 

3  
・いつでも家から避難できるよ

うに食料や水を準備しておく 1 
 

 

他他のの人人にに伝伝
ええるる  

・地域や家族の人に危ない所を
教えることができる 

1  
・危ない所を地域の人に言う 
・災害時の時の避難の呼びかけ 

2 
 

 

避避難難経経路路やや
避避難難場場所所のの
確確認認  

・避難経路を確認しておく 
・どういうルートで逃げるか考
える 

2  

・地震等が来たら，集まる所を教
えてもらう 

・家族で集まる場所を決めてお
く（2件） 

・どこに避難したら良いか話し
合う 

・地域の人と逃げる時のルール
を決める 

5 

 

 

危危険険ななもものの
のの修修繕繕・・補補
強強・・取取りり替替
ええ  

 

 

・土砂崩れしている所を直して
もらう 

・壊れている物などあったら直
してもらう 

・塀を生垣にしてもらう 

3 

・壊れている塀等を直してもらう 
・壊れそうな家を危なくないよう
にしてもらう 

・壊れかけた建物の取り壊し 
・ひび割れた所の修理（2件） 
・建物や塀の強度を確認する 
・看板を補強する 
・古い電柱等を直してもらう 
・電線等絡まっていたらちゃんと
直してもらう 

・電球が切れている所をつたえる 
・危険な所を直してもらう 

11  

ままちちやや防防災災
にに関関すするる表表
示示のの作作成成  

・危険な所をポスターで作るこ
とができる 

1  

・イノシシが出るところを探し
て，マップを作ってもらう 

・防災マップを作る 
・山など崩れていたらそこを通

らせないように看板等作って
おく 

・ポスターを作る 

4  

・看板が少ないので，作ってもら
う 

・危ない場所のマップを作っても
らう 

・避難する地図を作る 
3  

避避難難訓訓練練  
 

 
・地震が起きる前に避難訓練を

しておく 
1  
・1か月に 1回避難訓練をする 

1  

役役立立つつもものの
のの設設置置  

 
 

 
 
・街灯をつける 
・公衆電話の設置（2件） 

3  

そそのの他他  
・棚が崩れてこないようにする 
・むやみに物を壊さない 
・お年寄りに声を掛けておく 

3  
 

 
 

 

表７　事後アンケート調査の結果（生徒が考える防災まちづくりの提案）
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要望するという姿勢が身についたのではないかと
思われる。

以上，事後アンケート調査の結果から，生徒は
危険・安全の視点からまちを観察することができ
るようになり，また，防災まちづくりについて自
助，共助，公助の具体的な提案をすることもでき
るようになったと考えられる。特に，多くの生徒
が防災まち歩きの活動中に見つけたものを回答し
ていたことから，自らがまちを歩いて，撮影し，
防災ビデオクリップにまとめた「危険な場所やも
の」や「安全な場所や役立つもの」は，生徒の印
象に強く残っていると推測できる。

Ⅳ．まとめ
本研究では，タブレット端末を用いた「防災ま

ち歩き」の活動プログラムを，中学校家庭科住分
野の「安全な住まい方」の授業で実践し，生徒が
撮影した動画や作成した防災ビデオクリップ，事
前・事後アンケート調査により評価した。

本活動プログラムは，生徒にとって楽しく活動
でき，地域の危険箇所や安全な場所，災害時に役
立つものを知ることができる活動内容であったと
言える。生徒はタブレット端末およびアプリケー
ションの操作は楽しく，以前より使えるようになっ
たと感じている。また，本活動プログラムおよび
授業を通して，自分自身が居住地域の防災まちづ
くりについて，自助，共助，公助の観点から具体
的な提案ができるようになったことも確認できた。

一方，課題として，活動時間および授業時間の
配分の見直し，生徒だけでは気づきにくい危険箇
所等があること，建物や防災に関する語彙力不足

（動画に適切な説明文をつけることが難しい），ア
プリの絵文字やフィルタ等の不適切な使用などへ
の対応が必要であることが明らかとなった。さら
なる改良を行っていきたい。

本論文は，川原和姫氏の修士論文研究を再構成
したものである。
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